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＜連絡事項＞
・深夜業務での日誌の勤務表入力は忘れずに行って下さい。
・採血の指示がある際はスピッツの準備をお願いします。見本があるので分からない時は参考にして下さい。

＜患者様連絡事項＞
・中市　正治様～船場Dr診察し、ツムラ大柴胡湯23日より7日分、酸化マグネシウム23日夕～7日分処方となる。点滴については本日の採血結果を診てから検討予定。明日腹部エコー9：30～内科診察室で実施の指示。
・中田　定明様～船場Dr診察し、点滴は本日分で終了となる。
・佐藤　ミツ子様～船場Dr診察し、臨時薬14日分処方となる。
・坂本　榮子様～臨時薬7日分処方となる。ジャヌビアは1日分の処方。
・丹崎　禮子様～船場Dr診察。腰痛は加齢による高度の腰椎圧迫骨折が原因と思われるとの事。本人痛み止め希望され、ﾂﾑﾗ18桂枝加朮附湯　２包（朝食前、寝る前）7日分処方となる。
＜要注目患者様＞
・中田　定明様～バイタルサインの異常や点滴トラブルは無い。朝食昼食共に1／2摂取している。
・中市　正治様～血圧低値だが、状態に変化は無い。嘔気や腹部症状もなし。本人も「大丈夫だ」と話している。
・山田　みつゑ様～12：40昼食中、食残少量の嘔吐あり。体温36.2℃、脈拍100回/分、血圧120/67ｍｍHg、酸素飽和度91％。13：00には酸素飽和度99％。嘔気の訴え無し。閉眼しているが指示動作は可能。船場Drへ報告し、バイタルサインに異常なければ経過観察の指示。
・佐藤　セツ様～準夜帯足の火照り訴えあり、アイスノンで冷やして対応。日中は訴え聞かれていない。
・栗澤　みつ子様～昨日仙骨部に1.0×1.0㎝未満の表皮剥離あるのを発見している。アズノール+パーミロール保護している。
・田沼　清子様～他者干渉あり、介入時、一時的に易怒性見られている。
・松森　栄作様～起床した際、腰痛訴えあり立位・歩行不安定。「いつもより痛い」と話している。外見的異常はみられない。日中は他室侵入あり、介入時は易怒性見られず穏やかである。
・三浦　光子様～夜間尿意訴えトイレ誘導した際は、起居動作は自力で困難の為全介助で行う。移乗・排泄の一連動作は自力可能。失禁なくトイレにて自尿出来ている。トイレ以外は良眠。
日中は車椅子自操し、ホールや自室で穏やかに過ごす。腹痛の訴え無し。
・戸耒　茂様～スタッフの手を払い、「こんなの食べれねぇじゃ」と拒食・易怒性有り、時
間を置いて、不穏・興奮時のチアプリド25ｍｇ　1錠服用。その後、落ち
着き見られる。
